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普通科１年 パスタブリッジ審査会 理数科２年 SSR中間発表会

普通科１年生は、週２時間の「理数探究基礎(通称:りすたん)」の１単元、
「マニュファクチャリング」で研究、制作した「パスタブリッジ」の審査会
を行いました。パスタブリッジとは、決められた本数のパスタと材料(グ
ルーガン等)を用い、より強度の強い橋を作るというもの。例年は１回し
か審査会を行わず(行えず、壊れますから)単元終了となりましたが、
本校SSHは「レジリエンス(折れない心、立ち上がる姿勢)」を掲げて
います。一度試技を行い、さらに改善を加えての本日の審査会では、
各班ともより研究が深まり、試技の記録を上回りました。審査会では、
ペットボトル(重り)何本まで耐えられるか、という競技だけではなく、ト
ラス構造やハニカム構造等、「どのような構造が強いのか」という仮説、
そして「なぜこのような橋を作ったのか」「どういう工夫を加えたのか」
というスライド発表も行います。「ものづくり」にとどまらない、原理の理
解も大きな学びに繋がると期待しています。最高記録はペットボトル11
本(約5.5㎏)でした。
今年の１年生は、発表スライドに「設計図」を載せて説明している班が
多く見られましたね！自身の工夫を視覚的に説明するために有効でし
た。スライド作成のスキルアップも進んでいます！

附属中３年生は、週２単位の「総合的な学習の時間」内、自然科学探究
(通称:SKT)の研究成果を発表しました。附属中学校では１年次から科
学系探究活動を行います。１人１研究です。今回は、２年生から継続して、
自身の興味関心のある事柄、事象について、各自が研究を行ってきた
成果を発表する機会でした。最終的には論文にまとめるものですが、今
回初めてこの時期に、高校生とともに発表会に参加しました。ポスター
形式も高校生のものと見紛うほどの立派なものを制作していましたよ。
聞き手は附属中１年生と２年生、未来の自分もここに立ち、堂々と発表
する姿がイメージできたことでしょう。加えて、高校理数科１年生、附属
中学から上がってきた直属の先輩も、アドバイザーとして参加してくれ
ました。先輩がいる緊張感の中、しっかりとした口調、身振り手振りで、
自身の研究を相手に届けたい、伝えたいという、思いの溢れた素晴らし
い発表でした。先輩からのアドバイスや指摘を受けた経験が、高校での
SSRに繋がっていきます。SSHプログラムでは、こうした「縦の繋がり」
も大事にしていきます。

理数科２年生は、週３時間の学校設定科目「SSR(スーパー･サイエン
ス･リサーチ)」の研究成果を発表しました。81名の生徒が、物理、化学、
生物、地学、数学、情報の６分野に分かれ、自ら決めたテーマについて
研究してきました。多くの実験を繰り返し、失敗してはまた繰り返し、の
連続で、まだまだ途中段階ではありますが、現時点での成果を、自身の
言葉で発表しました。参観者は高校１年生。市内の中学校から入学して
きた生徒達が、泉ヶ丘の科学研究に触れる機会となりました。「全部、見
た～い！」と言いながら、ポスター見学の時間に自分の興味のある6つ
のポスターを決め、ポスターセッションに参加しました。専門性の高い
研究内容、洗練されたポスター、何よりハキハキと発表し、質疑応答も
こなす先輩の姿を見て、１年後の自分たちをイメージしたことでしょう。
現在高校１年生は、週4時間の学校設定科目「SRM(サイエンス･リ
サーチ･メソッド)」で、物理・化学・生物・数学に分かれてミニ探究を始
めました。ミニ探究は短期間で研究→ポスター・論文作成→発表までを
行い、一通りの研究の流れを学ぶプログラムです。今回のポスターセッ
ションに参加した彼らが、どんなポスターを作り、どんな発表をするのか
が楽しみです!

10月１日(水) SSH発表会 「探究の日」開催！

10月１日(水)、学校全体が探究に染まる「SSH発表会」が開催されました。SSH指定校になり２年目を迎え、１期生の高校２年生、
２期生の１年生が、現在取り組んでいる活動について、発表や審査を行う場となりました。また、附属中学校も同時に発表会を行
うことで、本校SSH事業における新たな行事として、発展させていきたいと思います。

普通科２年 郷土探究中間発表会①

これからは、いよいよ探究の後半戦！データ収集、分析に励んでくだ
さい。11月には、研究活動費(自身のアイディアを形にするための費
用)を獲得するためのコンペティションを開催します。事前にエントリー
して、是非挑戦してください。地域の皆様も、生徒の市政に関する取組
について、温かく見守っていただけると幸いです。

附属中３年 SKT発表会

普通科２年生は、週２時間の「理数探究(通称:郷土探究)」の中間発表
を行いました。地域課題解決型の人文探究です。都城市のバックアッ
プを受けながら、例年よりもデータや統計に力点を置いた探究活動を
行っています。「JR吉都線利用促進」「人口増加に向けて」「国スポ･障
スポ」「国際交流」「中心市街地活性化」「歴史資料活用」「地域医療体
制」「教員不足解消」の８分野に分かれ、それぞれの探究の途中経過を、
スライドにて発表しました。聞き手は都城市役所の方々。各分野に関
わる部署の方にご来校いただき、探究の進捗と今後の流れについて、
有意義なアドバイスを受ける時間でもあります。今後の探究が深まる
よう、期待しています。都城市役所の皆様、JRの方々、ご協力ありがと
うございました。
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